
Ch�teau Haut-Brion
 

 

Château Haut-Brion 1949

シャトーの試飲評� :

未だにタンニンがしっかりしワインの構成要素が強く、味わう者を驚かす
。このようなワインはまだ長期熟成を待たなければならない。凝縮した非
常に複�な味わいが、味�を包み込む。タンニンは若く、溶け込む必要が
ある。

稀なパワーを持つワインである。

�象条件

�温総計： 3 458°C

降水量： 286 mm

ジロンド県総生�量： 310万ヘクトリットル

ヴィンテージの評�

乾燥し、特に暑さが際立った年。

素晴らしい年ではあるが、高温のため�造が難しかった。暑さに苦しんだ
ワインも一部あるものの、このヴィンテージは全体的に素晴らしい品質を
誇る。

 


